【８　管理運営等（幼稚園型・保育所型・地方裁量型共通）】※「審査の内容等」を自園のものに修正すること。

	認定の基準
	審査の内容等
	適否

	第９条　認定こども園には、教育及び保育並びに子育て支援の機能を一体的に提供するため、認定こども園の長１人を置かなければならない。この場合において、第２条第２項第２号に該当する幼稚園型認定こども園においては、当該幼稚園型認定こども園を構成する幼稚園又は保育機能施設の長は、当該幼稚園型認定こども園の長を兼ねることができる。
	（認定こども園の長１人を配置）

●幼稚園長が保育所長を既に兼務しており、認定こども園の長を兼ねることになる。


	

	２　認定こども園における保育を必要とする子どもに対する教育及び保育の時間は、１日につき８時間を原則とし、当該保育を必要とする子どもの保護者の労働時間、家庭の状況等を考慮して、認定こども園の長が定めなければならない。
	（保育を必要とする子どもに対する保育時間の設定：原則８時間）

●○：00～18：00（11時間）

※保育所は延長保育により、19：00まで開園。
	

	３　認定こども園の開園日数及び開園時間は、保育を必要とする子どもに対する教育及び保育を適切に提供することができるよう、保護者の就労の状況その他の地域の実情に応じて定めなければならない。
	（開園日数）

●295日開園

（休園日）日曜日・祝日・年末年始

※保育所で実施する子育て支援事業及び幼稚園で実施する預かり保育推進事業対応により、当該開園時間となる。
（開園時間）

●7：00～18：00（11時間）

※保育所は申出があった場合は、19：00まで延長保育を実施。

　また幼稚園児でも希望者は、保育園において預かり保育を受けることができるが、16：30を降園時間とする。
	

	４　認定こども園は、保護者が多様な施設を適切に選択することができるよう、情報の開示に努めなければならない。
	（情報開示）

●方法

掲示板・募集要項・園便り等

●開示内容

教育方針、行事計画、園生活、保育料等　　


	

	５　認定こども園は、障害のある子どもその他の特別の配慮を要する子どもの利用が排除されることのないよう、当該認定こども園に入園する子どもを公正な方法で選考しなければならない。この場合においては、関係する地方公共団体との連携を図り、特別の配慮を要する子どもの受入れに支障を生じないよう適切に配慮しなければならない。
	（認定こども園に入園する子どもの公正な選考）

●選考方法

（幼稚園）

入園願書、保護者及び園児の面接による。

（保育所）

一関市の保育所入所選考基準に準じる。
	

	６　認定こども園は、子どもの健康及び安全を確保するための体制並びに事故等が発生した場合の補償の体制を整備しなければならない。
	（子どもの健康確保の体制整備）
●内科検診（幼稚園年２回、保育園年２回）

●歯科検診実施（幼稚園年1回・保育所年1回）

（子どもの安全確保の体制整備）
●避難訓練（月１回実施）（幼稚園・保育所共通）

●消火訓練（月１回）（幼稚園・保育所共通）

●交通安全教室（年１回）（幼稚園・保育所共通）

●門についての施錠はしていないが、部外者の立ち入りは注意をしている。

　夜間はセコムによる管理。

（補償体制の整備）
●岩手県学校安全互助会

●日本スポーツ振興センター災害共済給付制度


	

	７　認定こども園は、子どもの視点に立って、教育及び保育の内容等について自ら又は第三者による評価を行い、その結果の公表等を通じて、教育及び保育の質の向上に努めなければならない。
	（自己評価）
●幼稚園、保育所内で年２回実施している。

（第三者評価）

●現時点では、行っていない。今後、第三者評価等についても実施方法を検討し導入を図る。

（評価に基づく教育及び保育の質の向上のための取り組み）
●自己点検表に基づく点検結果については、次年度からの運営に反映させていく。
	

	８　認定こども園は、その建物又は敷地の公衆の見やすい場所に、当該施設が認定こども園である旨の表示をしなければならない。


	（当該施設が認定こども園である旨の表示の方法）
●　表示場所　正門及び玄関
●　表示方法　「○○認定こども園」の看板を設置している。
（表示箇所の位置図、表示方法が確認できる図面等を添付すること。）
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